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株式会社大広（代表取締役社長：泉恭雄、本社：東京都港区、以下「大広」）株式会社大広ＷＥＤＯ（代表取締役

社長執行役員：濱弘幸、本社：東京都港区、以下「大広ＷＥＤＯ」）は、第５２回ＪＡＡＡ懸賞論文「私の言いたい

こと」プレゼンテーション部門にて、高石瑞希が受賞したことをご報告いたします。 

 

今回受賞した高石瑞希の作品は、『これまで見えにくかった分断や孤立、困窮がはっきりと見え始めた日本そして

世界に対して何か手を打たなければならないと多くの人が感じている今、“贈与＝気持ちの送り合い”を装置として

様々な場所に埋め込むことは確かに我々（広告業界）が加担できそうな取り組みだと感じました（※受賞サイト審

査員コメントより）』と高く評価されました。 

表彰式は、5 月 31 日開催の日本広告業協会 2023 年度定時総会 贈賞・表彰式にて行われる予定です。 

 

<受賞テーマ> 

『来る「贈与」の時代に広告会社は何をすべきか』 

受賞作品：https://www.jaaa.ne.jp/ronbun52_award/ronbun52_award_08/ 

 

高石 瑞希 

大広ＷＥＤＯ プロデュース力 Division  

チームデジタルプロデュース力 

2022 年、㈱大広／大広ＷＥＤＯ入社。デジタル広告を中心にデザイン制作およびディレクション業務に携わる。 

※所属表記は受賞時点 

 

 

2023 年（令和 5 年）4 月 14 日 

報道各位 

大広ＷＥＤＯ 高石 瑞希 

第５２回ＪＡＡＡ懸賞論文 プレゼンテーション部門 受賞 

<本人受賞コメント> 

戦争や災害のニュースが多く飛び交う現代において、「贈与」という言葉はチャリティ

やボランティアといった慈善活動の文脈に集約されがちではないでしょうか。しかし、

贈与行為とは古来より人類がごく自然に行なってきた営みであり、決して特別なもので

はありません。一見、対立する概念のようにも思える「贈与」と「消費（＝交換経済）」

のいきいきとした融合の可能性を、これからも広告の見地から探ってまいります。本部

門初の受賞ということで大変光栄に感じております。本当にありがとうございます。 

https://www.jaaa.ne.jp/ronbun52_award/ronbun52_award_08/


【参考資料】 

 

■第５２回ＪＡＡＡ懸賞論文について 

一般社団法人 日本広告業協会（ＪＡＡＡ）では毎年、会員社社員を対象に「論文」「私の言いたいこと」の懸賞募

集を実施。同賞は、協会会員社内における実務に根ざした主張や提言を広告業界に反映させるという趣旨で１９７

１年に第１回の募集が開始され、今年度で５２回を迎えました。応募は、「論文」の部 課題「広告と幸福」に２２

編、「私の言いたいこと＜一般部門＞＜新人部門＞＜プレゼンテーション部門＞」の部に１６２編、計１８４編だっ

た。テーマ性・独自性・具体性・表現力の４つの審査基準のもと、厳正なる審査の結果、「論文」から金賞・銀賞・

銅賞の３作品、「私の言いたいこと」からは入選５作品が選出されました。 

 


